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全般１

1. 自動式津波減災設備は、フラップゲート式可動防潮堤の

簡易版と考えると分かり易く、扉形状の木製の構造体を

採用しています。その構造体を地上に伏せて設置し、そ

の1辺を蝶番構造で地上に接続し、津波の浸水で自動的

に扉が立ち上がる動作をし防潮堤として機能することから、

防波扉と名称しています。

2. 可動部の両側に隙間があり、そこから津波が漏れますが、

立ち上がった後で防潮堤として機能する面積分、津波の

進行を抑える性能を持ち、同じ設置高さの一般の防潮堤

の８０％程度の性能を持つことが実験で分かってきていま

す。
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全般２

３．今回の計算では、防波扉がないブランクのケース、防波扉

（水路幅の９８％長さ）が設置されているケース（立ち上がった

後）、同じ高さの一般の防潮堤（水路幅の１００％長さ）の3

ケースのシミュレーション計算を行い、比較検討を行いました。

４．各ケースにおいて、発生波高（造波装置で作られる波高さ）、

岸前波高（基礎マウンドの手前で上昇する波高さ）、扉後波高

（基礎マウンドの後方での、設備などで波高がどれだけ下

がったかを判定する波高さ）の３点で実験結果との合致を検

討しました。 又、通過水量に関しては別途シミュレーションを

行いました。
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計算モデル（1） ブランク（扉なし）

• 扉なしのモデル
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計算モデル（2） 水槽幅の98%扉

• 水槽幅の98%の扉を設置したモデル
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計算モデル（3） 水槽幅の100%扉

• 水槽幅の100%の扉を設置したモデル
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波高計

• 波高計は3個設置
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ストローク

1.3m 2m 0.3m

波高計番号 位置 備考

1 ピストン動作橋から右側0.3m 発生波高計測

3 マウンドの前端から左側2.0m 岸前波高計測

5 マウンドの後端から右側0.3m 扉後波高計測

波高計 1 波高計 3 波高計 5



計算条件

• ストローとの最大速度は0.5m/s

• 発生波高は約0.11m
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ストロークの移動速度 発生波高

発生波高：約0.11m



結果 シミュレーション１
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(1) 津波減災性能確認モデル
（98%幅防波扉設置ケース）
発生波高、岸前波高、扉後波高の確認を行った。



結果 シミュレーション２
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(2) 通過水量確認モデル
（98%幅防波扉設置ケース）
津波通過量をチェックし、防波扉設置の影響を検討した。



結果（1） 岸前波高（時刻履歴）

• 全ケースの波高の時刻履歴を示す。
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ブランク 水槽幅の98%扉 水槽幅の100%扉

岸前波高：約0.1337m岸前波高：約0.1292m 岸前波高：約0.1406m



結果（1） 岸前波高（3ケース比較）

• 岸前波高：全ケース約0.13m

• 発生波高より岸前波高が約0.02mが上昇*
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*論文「自動式木製津波低減設備の実験」の結果も全ケース約0.02m上昇

ケース 発生波高[m] 岸前波高[m] 高差[m]

ブランク 0.1109 0.1292 0.0183

98% 0.1120 0.1337 0.0217

100% 0.1140 0.1406 0.0266



結果（2） 通過水量

• 下面0.5m2(1m×0.5m)の箱に埋まった高さを測定
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ケース 高さ[m] 体積[m3]

ブランク 0.67 0.335

98% 0.23 0.115

100% 0.19 0.095

ブランク 水槽幅の98%扉

0
.1

9
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100%構造の低減量＝0.335ー0.095＝0.24

98%防波扉の低減量＝0.335ー0.115＝0.2２

防波扉の通過水量低減効率
＝0.22/0.24＝91.6％



結果（3） 扉の圧力

• 圧力の時刻履歴を示す。
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最大圧力：約0.024bar

水槽幅の98%扉

ケース 最大圧力[bar]

98% 0.024

簡易的に、この圧力を0.024ｋｇ/cm２とすると、
0.15ｍ高さｘ0.98ｍ幅の防波扉に
かかる力は約37㎏相当と考えられる。



結果（4） 波高の変化

• 波高の時刻履歴を示す。
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水槽幅の98%扉

ケース 岸前波高[m] 扉後波高[m]
波高差

[m]

ブランク

98% 0.1337 0.0354 0.0169

100%



今後のシミュレーション・実験

１．スケールアップモデルのシミュレーション

４ｍ幅の水路で、１ｍの波高さでの１.5m高さ防波扉ケースの

シミュレーションを行う。

２．スケールアップモデルでの実験

４ｍ幅の水路で、１ｍの波高さが出せる水路で、0.5 m高さ3段

式（計１.5m高さ）防波扉を使っての実験を行う。

波高計と水圧計を適切に配置し測定することによって、上記

のシミュレーション結果の確認、及び見直しを行う。
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